
晴
れ
し
日
に
依
的
兒
匂
ふ
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
訳
者
は
上
田
敏
で
あ
る
が
「
依
的
兒
」
に
は
「
え
え
て
る
」
と
振
り
仮
名
が
付
い
て
い
る
。

「
依
的
兒
」
は
ま
た
、
「
顛
気
」
と
も
書
く
。
「
瀬
」
は
「
顎
」
と
も
書
き
「
瀬
気
」
は
「
秋
の
清
ら
か
な
気
」
と
辞
典
に
は
あ
る
。
「
依
的

兒
」
に
し
て
も
「
顯
気
」
に
し
て
も
、
い
ず
れ
も
宛
字
で
あ
る
。

宛
字
は
正
式
に
は
「
充
字
」
と
書
く
が
、
そ
の
由
来
や
語
源
を
辿
る
と
実
に
多
種
多
様
で
あ
っ
て
読
者
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
と
く

に
古
い
医
学
書
で
は
、
そ
の
判
読
に
苦
し
む
。
い
ま
仮
に
左
記
に
掲
げ
た
よ
う
な
場
合
、
読
者
は
ど
れ
だ
け
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
多
く
の
医
師
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
『
薬
価
基
準
』
の
中
に
い
ま
も
な
お
記
載
さ
れ
て
い
る
ェ

っ
て
酒
精
と
硫
酸
を
と
も
に
蒸
溜
し
て
創
製
さ
れ
た
の
は
、
一
五
四
○
年
（
天
文
九
年
、
足
利
義
晴
）

酔
作
用
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
は
一
八
一
八
年
（
文
政
元
年
、
徳
川
家
斉
）
園
胃
●
且
皇
・
○
弓
三
色
）

そ
の
エ
ー
テ
ル
は
文
芸
作
品
の
中
に
も
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
、
ヘ
ル
ギ
ー
の
象
徴
派
詩
人
モ
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
作
品
「
温
室
」
の
中
に
、

た
と
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
の
象
伽

平
原
に
病
人
の
舎
営
あ
り
、

医
学
史
と
宛
字

－
テ
ル
が
、
く
昌
閏
冒
加
○
○
月
盲
め
に
よ

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
エ
ー
テ
ル
に
麻

菅
ｏ
冨
○
自
た
ち
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

伊
藤
貞
男

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
二
号

平
成
二
年
四
月
三
十
日
発
行
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石
炭
酸
水
壺
準
拠
軒
峠
器
械
消
毒
用
石
炭
水
悸
十
昇
禾
水
蕃
惜
塁
手
指
消
毒
用
昇
禾
水
噌
珊
酸
水
春
鑑
ｌ
石
炭
酸
阿
列
布
油
罎
十

珊
酸
軟
青
亜
鉛
花
亜
鉛
花
軟
青
古
加
乙
浬
水
陸
十
莫
兒
比
浬
水
俸
沃
度
佑
謨
武
蘭
姪
酒
周
曜
佑
謨
月
曜
佑
謨
精
絆
創
青

阿
列
布
油
（
ま
た
は
胡
麻
油
）
樟
脳
樟
臘
依
的
兒
掘
里
設
林
阿
片
末
沃
度
丁
幾
潭
力
古
魯
胄
謨
安
母
尼
亜
水
芳
香
安
母
尼
亜

精
依
的
兒
亜
爾
箇
保
兒
過
格
魯
兒
鐵
丁
幾
樟
脳
精
莫
兒
比
浬
散
諏
肝
津
克
華
攝
林
石
鹸

右
の
例
は
日
露
戦
争
当
時
、
海
戦
に
備
え
て
主
要
艦
艇
に
配
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
宛
字
は
中
国
の
漢
音
、
呉
音
、
唐
音
、
唐
宋
音
、
時
と
し
て
イ
ン
ド
語
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
が
、
医
学
用
語

に
関
す
る
限
り
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
盛
衰
と
東
西
交
渉
史
に
比
例
す
る
が
、

そ
れ
は
多
く
の
歴
史
書
に
譲
る
と
し
て
、
日
本
人
が
は
じ
め
て
接
触
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
を
学
ぶ
た
め
に
一
五
四
○
年
（
天
文
九
年
、
足
利
義
晴
）
、
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
南
西
部
の
、
コ
ア
へ
渡
っ
た
の

が
鹿
児
島
出
身
の
人
見
彌
次
郎
で
あ
る
。

ン
（
糯
祥
）
、
一
ゞ

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
一
部
に
宛
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
外
来
語
と
し
て
定
着
し
た
た
め
日
常
語
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
じ
め
て
洋
式
医
療
が
行
わ
れ
た
の
は
一
五
五
六
年
（
弘
治
二
年
、
足
利
義
輝
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ル
イ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
っ

て
で
あ
る
が
、
そ
の
後
徳
川
初
期
ま
で
の
約
百
年
間
は
、
い
わ
ゆ
る
南
蛮
医
学
が
唯
一
の
洋
式
医
療
で
あ
っ
た
。

南
蛮
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、
も
と
も
と
セ
ル
チ
ッ
ク
、
フ
ェ
’
一
キ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ゲ
ル
マ
｜
ニ
ノ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
混
入
し
た
も
の
で
、
基
本
的
に

は
ラ
テ
ン
語
に
近
い
言
語
で
、
今
で
も
わ
が
国
で
使
わ
れ
て
い
る
。
〈
ン
、
コ
ン
。
ヘ
ー
ト
〆
ｌ
、
フ
ラ
ス
コ
、
ボ
タ
ン
、
カ
ッ
パ
（
合
羽
）
、
ジ
ュ
、
ハ

ン
（
糯
祥
）
、
ラ
シ
ャ
（
羅
紗
）
、
シ
ャ
ボ
ン
、
カ
ル
タ
（
歌
活
多
）
、
タ
寺
ハ
コ
（
煙
草
）
、
コ
ッ
プ
な
ど
は
す
べ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
日
本
語
化
し
た

薬
品
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ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ス
パ
ニ
ア
（
ス
。
へ
イ
ン
）
の
二
ヵ
国
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
年
）
、
耶
蘇
教
厳
禁
の
令
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
ス
。
へ
イ
ン
人
の
往
来
は
絶
た
れ
た
が
、

そ
の
間
に
国
運
が
隆
盛
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
は
東
洋
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
勢
力
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
が
九
州
の
平
戸
で
貿

易
を
許
可
さ
れ
た
の
は
慶
長
十
四
年
（
ニ
ハ
○
九
年
）
で
あ
る
が
、
わ
が
国
と
の
貿
易
の
全
権
を
握
っ
た
の
は
寛
永
十
七
年
（
ヱ
ハ
四
○
年
）

の
こ
と
で
あ
る
。
貿
易
の
全
権
は
握
っ
た
も
の
の
耶
蘇
教
お
よ
び
欧
文
書
籍
の
流
布
は
依
然
と
し
て
厳
禁
さ
れ
て
い
た
が
、
医
術
を
伝
え
る
こ

と
だ
け
は
許
可
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
南
蛮
医
方
は
、
異
名
同
身
の
オ
ラ
ン
ダ
医
方
と
し
て
復
活
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
医
方
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
著
書
が
あ
り
、
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
和
訳
し
た

著
書
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宛
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
は
イ
ン
ド
ー
ゲ
ル
マ
ニ
ア
語
族
の
う
ち
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
語
に
属
し
低
ド
イ
ツ
語
の
別
派
で
あ
っ
た
が
、
元
来
が
フ
ラ
ン
ク
民
族

と
サ
ク
ソ
ン
民
族
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
多
く
の
方
一
一
一
戸
に
別
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
ニ
ハ
一
九
年
か
ら
一
六
三
六
年
ま
で
に
訳
さ
れ
た

『
聖
書
』
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
国
語
と
し
て
の
統
一
を
み
る
に
至
っ
た
。
今
日
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
、
ブ
リ
キ
、
カ
ン
テ
ラ
、
ド
ン

タ
ク
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
メ
ス
な
ど
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
直
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
図
譜
『
タ
ー
ヘ
ル
。
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
基
に
し
て
『
解
体
新
書
』
を
翻
訳
し
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
の

頃
は
、
身
体
各
部
の
名
称
に
ど
の
よ
う
な
字
を
宛
て
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

ヘ
ヒ
セ
レ
ソ

セ
イ
ニ
ユ

ブ
叩
グ
イ
ス

ロ
ツ
ケ
ソ

「
ソ
ノ
固
結
撮
ム
。
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
苛
勢
瞼
（
此
訊
レ
絡
）
・
世
奴
（
此
雛
一
神
經
一
）
。
火
里
私
（
此
榊
ｒ
膜
）
・
緑
兼
（
其
形
如
レ
膜
而
纒
二
脈
管
一

ベ
ソ
ー
ア
レ
ソ

カ
ラ
カ
ベ
ン

ス
ピ
イ
ル

ペ
ー
ス

キ
リ
イ

也
）
・
蟹
度
（
如
レ
膜
而
強
）
・
個
題
敵
（
此
雛
し
骨
）
・
加
蝋
假
個
（
此
読
一
軟
骨
一
）
・
私
比
繧
（
此
諦
修
筋
）
・
百
私
（
此
識
一
筋
根
一
）
・
機
里

パ
ン
Ｆ
ｒ

ス
ラ
ク
ア
ー
プ
ル

兼
ル
ア
デ
ル

ワ
ア
テ
ル
ハ
ッ
テ
ン

爾
（
在
下
神
經
與
二
豚
絡
一
相
交
之
間
と
）
・
私
剃
古
亜
題
爾
（
此
訊
二
動
脈
一
）
・
何
兒
亜
題
爾
（
此
諦
二
血
脈
一
）
・
畦
的
兒
發
天
（
此
疏
二
水
道
一
）
．

ル

メ
ル
ク

プ
ル
ウ
ト

ウ
ア
テ
ル

苛
都
（
此
識
し
脂
）
・
墨
耳
古
（
此
雛
し
髄
）
ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
流
動
撮
ム
ゞ
ヘ
ヵ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
〈
蒲
繧
度
（
此
雛
し
血
）
・
畦
的
爾
（
此
識
し
水
）
．

へ
ト

ス
ウ
エ
ー
ト

ビ
ス

ゲ
ー
ル

メ
ル
ケ

サ
ア
ド

吻
乙
（
其
味
鰔
）
・
私
物
越
度
（
此
識
し
汗
）
・
毘
私
（
此
訊
し
尿
）
・
奇
續
（
其
壯
如
二
乳
汁
一
）
・
黙
繧
計
（
此
銃
一
乳
汁
一
）
・
沙
亜
度
（
此
読
レ

ウ
ニ
イ
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ラ
ボ
イ
ウ
ス
ヲ
テ
ヘ
プ
キ
ン

こ
の
ほ
か
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
「
刺
」
「
何
」
「
乙
」
「
物
」
「
斯
」
「
窩
」
「
徳
」
「
歌
」
「
貌
」
「
聖
」
「
莫
」
（
ナ
、
メ
、
モ
と
も
読
ま
れ

る
）
、
「
篤
」
（
ト
、
ま
た
は
ゲ
と
も
読
ま
れ
る
）
に
至
っ
て
は
出
典
の
辞
書
を
探
す
の
に
も
苦
労
す
る
。

医
学
史
を
播
く
時
、
前
記
の
『
解
体
新
書
』
に
お
け
る
訳
字
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
訳
字
に
宛
字
が
引
用
さ
れ
読
者
を
し
て
判
読
を
困
難
に
さ

せ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
国
名
、
地
名
、
学
名
、
人
名
、
病
名
、
症
状
名
、
薬
品
名
、
器
具
名
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ
。

以
下
に
、
そ
の
代
表
的
な
例
を
、
二
、
三
列
記
し
て
染
る
。

ジ
ャ
パ
ン
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
寺
』
イ
戸
ソ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
コ
ン
ゴ
チ
ニ
ニ
ジ
ア
ス
ウ
ー
ー
ー
デ
ン

ノ
ル
ウ
ェ
ー
デ
ソ
マ
ー
〃

ま
ず
国
名
と
し
て
は
、
「
業
平
」
「
束
蒲
塞
」
「
錫
藺
」
「
莫
三
鼻
給
」
「
工
郡
」
「
突
尼
斯
」
「
雪
際
亜
」
（
瑞
典
）
「
諾
威
」
「
嘩
馬
」
（
丁
抹
）

力
ナ
ダ

ペ
ル
ー

「
加
享
佗
」
（
加
享
太
）
「
李
露
」
（
秘
露
）
な
ど
が
難
解
な
例
で
あ
る
。

ボ
ル
ネ
オ
ワ
シ
ン
ト
ン
グ
ァ
ム
今
ハ
ク
ダ
ー
ド
ケ
ー
・
フ
タ
ウ
ン
．
●
、
ユ
ン
ヘ
ソ
ハ
ン
ブ
ル
グ
・
ハ
ン
ク
ー
・
〈
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
オ
ホ
ー
ソ
ク
プ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

地
名
と
し
て
は
、
「
淳
泥
」
「
華
盛
頓
」
「
瓜
栂
」
「
報
達
」
「
角
市
」
「
閏
行
」
「
漢
塁
」
「
温
古
華
」
「
士
篤
恒
」
「
部
木
斯
克
」
「
倍
諾
愛
勒
」

シ
テ
東
西
ヲ
辨
ゼ
ズ
、
暗
圭

し
か
し
、
そ
の
翻
訳
に
』

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
解
体
新
書
』
は
前
野
良
澤
を
主
と
し
て
、
杉
田
玄
白
、
中
川
淳
庵
、
桂
川
甫
周
、
嶺
春
泰
、
石
川
玄
常
、
桐
山
正
哲
た
隼
っ
に
よ
り
成
さ
れ

た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
前
野
良
澤
一
人
で
、
そ
の
良
澤
も
わ
ず
か
六
○
○
か
ら
七
○
○
位
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
暗
記

し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
の
翻
訳
に
際
し
て
は
「
恰
モ
異
邦
二
漂
泊

シ
テ
東
西
ヲ
辨
ゼ
ズ
、
暗
夜
ヲ
掴
行
ス
ル
ガ
如
ク
ナ
リ
キ
」
と
い
う
か
ら
、
そ
の
苦
労
の
ほ
ど
が
偲
ば
れ
る
。

へ
上
レ
ン
二
二
ブ
ス
デ
・
ヘ
ー
ル
ル
ワ
ア
メ
ル

し
か
し
、
そ
の
翻
訳
に
お
け
る
「
苛
」
「
験
」
「
奴
」
「
火
」
「
私
」
「
題
」
「
百
」
「
爾
」
「
兒
」
「
畦
」
「
墨
」
「
耳
」
な
ど
の
宛
字
は
何
を
原
典

少
室
の
る
○

タ
ラ
ネ
ン

ヲ
ヲ
ル
ス
イ
イ
ル

ス
ノ
ト

ス
ペ
ク

精
）
・
世
奴
和
孤
都
（
此
緬
二
神
經
汁
一
）
・
太
羅
念
（
此
緬
レ
涙
）
・
窩
窩
爾
私
墨
爾
（
此
雛
二
町
惇
一
）
。
私
那
都
（
此
緬
二
涕
洩
一
）
・
私
百
故

七
ル

ア
ル
フ
レ
イ
ス
ク
サ
フ

世
兒
（
此
銃
し
唾
）
・
亜
兒
福
禮
私
古
沙
歩
（
即
大
機
里
爾
汁
）
・
牙
兒
（
此
魏
二
膳
汁
一
）
臨
及
ビ
子
宮
等
ノ
津
液
數
種
ナ
リ
。
機
里
爾
（
淋

つ
か
さ

巴
腺
）
ノ
所
在
ヲ
審
ニ
シ
、
神
經
ノ
視
蕊
言
動
ヲ
主
ド
ル
コ
ト
ヲ
始
メ
テ
明
カ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
・
」

（
富
士
川
源
『
日
本
髻
學
史
』
日
新
書
院
、
四
一
○
頁
）
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な
ど
が
あ
る
。

〕
一
シ
ョ
ロ
ギ
ー

ヒ
シ
カ
ポ
タ
ニ
カ
。
〈
，
ｒ
回
ギ
ア
セ
ミ
エ
ソ
デ
ミ
・
ハ
ト
ロ
ギ
ー
ニ
ピ
チ
ミ

学
名
と
し
て
は
、
「
人
身
窮
理
学
」
「
萬
物
究
理
学
」
「
本
草
学
」
「
抓
篤
緑
及
亜
」
「
舎
密
」
「
英
姪
密
」
「
把
篤
魯
芙
」
「
越
必
蠕
密
」
な
ど
あ

る
が
、
同
じ
学
名
で
も
宛
字
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

病
名
と
し
て
は
、
「
虎
列
刺
」
は
「
古
里
利
」
「
可
列
羅
」
「
霊
凱
」
と
も
聿
日
き
一
様
で
は
な
い
。
「
赤
痢
」
も
同
様
で
「
冷
利
」
「
白
痢
」
「
熱

．
レ
ラ

ジ
フ
テ
リ
ア

利
」
「
甘
利
」
「
需
利
」
な
ど
と
書
か
れ
、
「
實
布
姪
里
亜
」
も
、
「
馬
喉
痒
」
「
馬
脾
風
」
な
ど
と
垂
昌
か
れ
、
時
と
し
て
判
読
に
苦
し
む
。
今
日

で
も
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
「
汗
疹
」
は
「
汗
疵
」
「
汗
瘡
」
と
も
聿
巨
く
が
「
沸
燗
瘡
」
と
聿
雪
か
れ
て
い
る
場
合
｝
卜
は
ま
つ
ゞ
た
く
読
め
な
い
。

ア
セ
モ

フ
ル
キ
ス
ス
パ
チ
ク
ス

「
肝
崩
」
に
至
っ
て
は
「
沸
兒
吉
須
斯
八
窒
屈
私
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
よ
ほ
ど
医
学
史
に
通
じ
た
人
で
な
け
れ
ば
解
釈
で
き

で
も
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る

フ
ル

「
肝
崩
」
に
至
っ
て
は
「
沸
宮

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
ホ
・
フ
ソ
ン
ポ
イ
ロ
ソ
ヨ
ハ
ネ
ス
デ
コ
ル
テ
ル

人
名
の
判
読
も
ま
た
困
難
な
場
合
が
多
く
、
「
斯
篤
魯
謎
兒
」
「
合
信
」
「
斐
仙
」
「
豫
伴
尼
春
・
泥
・
駁
累
低
流
」
（
王
函
浬
斯
・
姪
・
我
爾
徳

シ
ョ
メ
ー
ル
ペ
ル
シ
ル
ン
セ
リ
ウ
ス
リ
ン
ネ
ウ
ス
ホ
ウ
テ
ア
ル
ネ
マ
ン
・
フ
ラ
ソ
カ
ー
ル
フ
ヘ
イ
ス
テ
ル

兒
と
も
聿
皀
く
）
「
削
墨
兒
」
「
百
兒
悉
列
」
「
設
劉
私
」
「
林
梛
斯
」
「
福
烏
的
」
「
邉
爾
浬
満
」
「
勃
郎
加
盧
都
」
「
潟
乙
斯
的
兒
」
な
ど
あ
ま
り
に

も
限
り
が
な
い
。

タ
マ

薬
品
、
器
具
類
に
つ
い
て
も
、
塁
晨

キ
’
－
１
ネ
ホ
ウ
タ
イ
メ
ィ
チ
ヤ

イ
リ
）
「
規
尼
淫
」
「
裏
帝
」
「
綿
撒
絲
」

が
中
に
は
難
し
い
も
の
も
あ
る
。

ス
ウ
エ
ー
ト

ピ
ス

タ
ラ
ネ
ソ

ス
ペ
ク
セ
ル

ヲ
ヲ

臓
器
、
髄
液
の
一
部
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
「
私
物
越
都
」
（
汗
）
、
「
毘
私
」
（
尿
）
、
「
太
羅
念
‐
一
（
涙
）
、
「
私
百
故
世
兒
」
（
唾
）
「
窩
窩

ル
ス
メ
イ
ル

爾
私
墨
爾
」
（
町
檸
）
な
ど
は
振
り
仮
名
と
意
味
の
註
釈
が
な
い
限
り
で
は
理
解
し
難
い
。

少
し
古
い
言
葉
だ
が
、
、
か
つ
て
、
わ
が
国
に
「
軍
陣
医
学
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
た
頃
の
、
と
く
に
海
軍
医
務
衛
生
史
と
日
本
医
学

史
と
の
関
連
を
調
査
し
て
い
る
う
ち
に
外
来
医
語
に
対
す
る
宛
字
の
判
読
に
苦
労
し
た
。

日
本
医
史
学
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
医
学
用
語
に
関
す
る
文
献
は
昭
和
六
十
二
年
の
時
占
慥
お
い
て
一
二
冊
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
中
で

タ
マ
リ
ソ
ド
マ
メ
ハ
ソ
メ
ウ
チ
ソ
キ
テ
ウ
ル
エ
リ
キ
フ
ル
ン
』
ｌ
ｐ
ｌ
・
フ
力
一
フ
フ
ォ
ル
ム
プ
ノ
リ

、
器
具
類
に
つ
い
て
も
、
「
苔
麻
林
度
」
「
葛
上
亭
長
」
「
丁
幾
去
爾
」
「
越
栗
失
兒
」
「
舎
利
別
」
「
喝
擢
佑
謨
」
「
鹿
角
菜
」
（
ま
た
は
フ

キ
ニ
ー
ネ
ホ
ウ
タ
イ
メ
イ
チ
ヤ
ス
誤
ン
ス
テ
ル
モ
メ
ー
テ
ル

カ
テ
イ
テ
ル
ヌ
イ
タ
マ

「
規
尼
淫
」
「
裏
帝
」
「
綿
撒
絲
」
「
私
奔
私
」
「
的
里
没
迷
的
兒
」
（
体
温
計
）
「
蔦
底
帝
兒
」
「
薬
箇
」
な
ど
判
読
し
や
す
い
も
の
も
あ
る
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「
こ
と
ば
の
由
来
」
に
関
す
る
も
の
が
六
篇
あ
る
。
そ
れ
ら
全
部
を
収
集
読
了
し
て
い
な
い
の
で
宛
字
に
関
す
る
限
り
の
ラ
テ
ン
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
中
国
語
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

最
後
に
逸
話
を
一
つ
・
明
治
時
代
の
海
軍
を
背
負
っ
て
い
た
男
が
山
本
権
兵
衛
な
ら
ば
大
正
時
代
を
背
負
っ
て
い
た
の
は
加
藤
友
三
郎
で
あ

る
。
加
藤
友
三
郎
海
軍
大
将
が
海
軍
大
臣
を
務
め
た
の
は
大
正
四
年
八
月
か
ら
同
十
二
年
五
月
ま
で
の
七
年
六
ヵ
月
に
わ
た
り
、
後
に
総
理
大

臣
も
兼
務
し
た
。
加
藤
大
将
は
謹
厳
寡
黙
で
常
に
笑
っ
た
こ
と
も
な
い
人
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
当
時
、
海
軍
軍
医
科
士
官
の
任

官
式
に
は
海
軍
省
に
お
い
て
海
軍
大
臣
が
訓
示
の
あ
と
序
列
順
に
大
臣
自
ら
が
姓
名
を
呼
び
伝
達
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
田
中

氏
の
名
前
を
読
み
あ
げ
る
と
こ
ろ
へ
き
て
、
ハ
タ
と
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
傍
ら
に
い
た
副
官
や
本
多
医
務
局
長
な
ど
は
、
何
か
失
策
が
あ
っ

た
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
時
、
大
臣
は
、
「
田
中
軍
医
、
こ
れ
は
何
と
読
む
か
？
」
と
尋
ね
た
。
田
中
氏
は
平
然
と
し
て
、
「
ハ
イ
、
田
中
案

カ

カ
シ

山
子
で
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
大
臣
は
、
「
フ
ム
ウ
…
…
」
と
吃
っ
た
あ
と
、
長
い
歯
を
だ
し
て
、
い
つ
・
へ
ん
に
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

い
つ
も
冷
厳
な
大
臣
が
大
笑
い
し
た
と
い
う
珍
事
で
あ
っ
た
。
田
中
氏
の
場
合
は
実
名
で
あ
っ
て
「
案
山
子
」
は
宛
字
で
は
な
い
が
、
一
般
に

は
「
か
か
し
」
（
ま
た
は
、
か
が
し
）
と
読
ま
れ
る
宛
字
で
あ
る
。

さ
て
、
博
学
な
る
諸
賢
は
、
蜂
谷
、
鳩
尾
、
雀
斑
、
さ
ら
に
、
勺
秀
、
愛
迪
生
、
卓
別
麟
な
ど
を
何
と
読
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ム
ツ
カ
シ

と
に
か
く
、
宛
字
ほ
ど
六
箇
敷
い
も
の
は
な
い
。

（
注
）
田
中
氏
に
つ
い
て
は
『
日
本
医
事
新
報
』
第
二
○
四
九
号
、
荻
野
朝
一
氏
の
一
文
を
お
借
り
し
た
。

（
千
葉
県
八
日
市
場
市
）
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